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資　 料

認 知 され た コ ン ピ テ ン ス 測 定尺 度 （日本語版 ） の 作成

桜　 井 　 茂 　 男
＊

　 White 〔1959）は，コ ン ピテ ン ス （competence ）を・有

機体 が そ の 環境 と効果的 に相互作用する 能力 と と らえ，

さらに ，こ の 動機 づ け の 側面 を強調 し，エ フ ェ ク タ ン ス

動機づ け （effectance 　motivation ）と い う概念 を構成 し

た 。 こ れ らの 概念は，操作的に定義 され て い なか っ た た

め，実証的 な 研究が 遅 れ て い た が，近年，Harter （1974，

1978，1979，ユ981，1982 ）に よ っ て ，

一
応研究可能 な形

に 翻案 され ，   内発的動機 づ け （intrinsic　 motivation ），

  認知 さ れ た コ ン ピ テ ン ス （perceived　 competence ），

お よ び   認知 され た 統制 （perceived　 centro1 ） の 3 っ の

側面 か ら包括的 に ア プ ロ
ー

チ され て い る 。

　第 2 の 「認知 さ れ た コ ン ピ テ ン ス 」 に 関 し て は ，
Per −

ceived 　Competence 　Scale　for　Children　（1979）　とい う

質問紙 が作成 され た 。こ の 尺 度は ， こ れ ま で の 自尊感情

（self
−steem ）測定尺 度 （た と え ば，　 CooPersmith・

1967）

の 項 日内容 と よ く似 て い る が，有
．
能さを漠然 と測定す る

の で は な く， い くつ か の 領域 に 区分 し て 測定 し よ うと し

て い る点 で 異 な っ て い る 。 さ らに，自己概念 （self
−
con

−

cept ）測 定 尺度 （た と え ば ，　 Piers＆ Harris，1964）と も

類似し て い る が，動機づ け の 側面 を強調 し て い る 点 で や

や 異な っ て い る 。ま た，こ の 尺 度 の 適用範囲 が 児童 お よ

び 生徒 と され て い る 点 は，大 き な 特徴 と い え よ う 。

　本研究 で は，こ の 尺 度 の E 本語版 の 俘成 と，そ の 信頼

性 ・妥当性の 検討 を日的 と す る 。本尺 度 の 作成 は，我が

国 に お ける コ ン ピ テ ン ス お よ び フ ェ ク タ ン ス 動機づ けに

関す る 研究，教育現場 で の 児童 ・生徒の よ りよ い 理解 の

た め に ，有益 で ある と 老 え られ る 。

研　究　1

　目的

　Harter （1979）の 認知 され た ゴ ン ピ テ ン ス 測定 尺 度の

日本語版 を作成 し ， そ の 信頼性 を検討す る 。

　方法

被調査者 　小 学3 年生 か ら中学 3 年生 ま で 229 名 （男

　＊ 　 筑波大学 心 理 学 研 究 科

子 115名，女 子 114名）で，各学年ほ ぼ同数 で あ っ た 。 年

齢範囲 は ，原尺度 に 準拠 し て 選 ば れた 。

　質問項目　 Harter（1979）の 原尺 度は ，　 cognitive
，
　 s〔k

cial，　 physical，　 general 　 self −worth と い う4 っ の 下 位

尺 度，合計28項 目 〔各 下 位 尺 度 7 項 目ず つ ） か ら構成 さ

れ ，回答方法 に は，4 段 階評定が 用 い ら れ て い る 。 cog −

nitive 下位尺 度で は学習に 対する，　 social 下位 尺 度で は

友人関係 に 対す る ，physica1 下位尺 度 で は ス ポー
ツ に 対

す る，そ れ ぞ れ 認知 され た有能さ を測定 し よ うと して い

る が ，general　 self −w 。rth 下位尺度 で は，上記 3 つ の 下位

尺 度 とは ニ
ュ ア ン ス を異 に し て ，全般的 な 自分 の 生 き方

に 対す る認知 され た 有能 さを測定し よ うと 試み て い る。

すな わ ち，前 3 者が 生活 の 特定領域 に 関す る 認知さ れ た

コ ン ピ テ ン ス を測定 し よ うと し て い る の に対 し，general

self −worth 下位尺度 は，そ れ ら よ り も高 次の 生活全般 に

渡 る 認 知 され た コ ン ピ テ ン ス を扱 っ て い る と い え よ う。

本研究 で は ， こ の 尺度 をな る べ く忠実 に 日本 語に 訳 した

の ち，目本語 の 表現 や 内容 に つ い て 3 名 の 大学院学 生 が

検討し た結果，原尺度の 28項目す べ て を適切な項目 と し

て採用 した 。回答形式 は，FIG ．1 に 示 きれ て い る 2 回 の

2 件法 に よ る 4 段 階 評 定 で あ っ た。各 項 目 で， コ ン ピ テ

ン ス の 高 い 反応 か ら， 4 ，
3

，
2

，
1 点 と得点 化され た 。

質問項 目は ，付録 に 示 さ れ て い る 。

　手続　1981 年 12月上旬，上記 の 尺 度が， ク ラ ス 単位 で

集団実施 され た 。ク ラス 担任 の 教師が問題 を 1 問ずつ 朗

読 し，そ れ に被 調査者が回答す る方式が と られ た 。再検

査法 に よって 信頼性 を検討す る た め に ， 2 か 月後 と 1 年

後 に ，中学 1年生 1 ク ラス で 同 じ質悶紙 が 再施行 された。

質問紙 の 分析 は ，Harter 〔1982） に 準拠 し，お お む ね 筑波

大学学術情報処理 セ ン タ
ー

の SPSS に よ っ て 行わ れた 。

　結果 と考察

　〔1） 因子 構造　各項 目の 平均 と SD に ， 特 に 逸脱す る

もの が な か っ た の で，全 28項目が斜交回 転 〔direct　 obli −

min 法 ）に よ る 因子分析 に か け られ た 。 結果 は ，　 TABLE

1 に 示 され て い る 。 理論 どお り 4 つ の 因子が抽出 され ，

一 60 −一
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． 2647 、 6 ＊ 　因子 負 荷量 は，． 26
上を 記載し た。 た だ しNo ． 8 は 例 　 外 で あ る 。 ＃

口番号 は， 原 尺 度に 対 応 している 。 原尺度の因子に対 応する命 名 が な さ

た 。 ま た， 以 後， TABLE　1 に示さ れた各因子 7 項 目ず つのまとま

を 下 位尺度と 呼 ぶ ことに する 。 general 　 s

f − worth 下 位 尺 度 の3項目が ，cognitive ， 　

cial 因子 に やや 大 き な負荷量 を 示 す 他 は ，各項

と も原 尺 度 と ほぼ等し い 構造 を 呈 し て い る 。寄 与 率で

，physical 因子 が 26 ． 1 ％で

他の 因

よりもか なり 大 きい説明 力 を有している。被調査者 に児

が多 い場合，認知された コン ピテンスの中心には，

身体的な有能さが位置するのであろう。 　下位尺度

．　 Cognitive 　 　　　　　　．5〔

〜．78 　　C。rnpetence （

5D 〜・ 76 ） ＊ 2． 　Physica

@　　　　　　・6 〔｝〜・79 　　C・mpete
e （ ．59 〜・79 ） 3 ．S  ia1 　　　

　

． 48 〜 ． 63 　

Competen

（・4

・63

4

　（｝

era

@　　

　　　

．51

．69

　　S

f・ Worth 　 （ ， 51 〜 ．67 ） ＊

囎遼   関・係 恥 謂騨轍 ． 78 　　．65 ．86 ．

． 72 ．87 ． 73 ．61 ．56 ，

，67 ．48 　　学 年 要 因 をコ
ント ロ ールした

偏 相

係 数 　下位尺度 間 の 相関 係 数 が ，TABLE 　 2 に示されている。

これ によると，下位 尺 度間の相 関は ，Pearson の積 率

関

，．19 〜．37 ，学年 要因をコン ト ロー ルし た偏 相関 ＊ と

で ． 23 〜．40 である。どち ら の相 関 に お いて も
cogn

ives  ia1下位尺度の相関がやや低い他は ，中程度 の相関で あ る 。 　 （

j信頼性　信頼 性は，各下位尺度ご とに検討 さ れ た 。 そ の結 果は

TABLE 　3 に示さ れてい る。項巨一全 体 相 関（item −

tai 　 cOrrelatien ） は ，
　Pearso

ﾌ 積率相関で ．48〜，79 （P ＜ ． 001 ），学年 要 因

コ ントロールした偏相 関 で，．46 〜 ．63 （ P く

  01 ） と いずれの相関係数で も有 意 であ っ た 。 内部一貫性を推定す

クローンバック の α 係 数 は ， ． 72 − ． 86 と高い値

示 し て いる。再検査法に よ る 信 頼 性係 数 は ，

学 1 年 生 を対象に 検 討さ れ た 結 果 ， 2 か 月 後 で
． 6

` ， 87 （ N ＝ 31 ）， 1 年 後でも・ 48 − ・ 75 （

； 29 ） と ， 高 い 信 頼 性 が 認め ら れ た 。 α係数 と 再 検

法 に よ る

頼 性係 数

，原尺
度
の値 と ほ ぼ 等 し い 。 　＊　 発 達 的 傾向の分 析 で 学年 差
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得

点

　　　　　へ
　　　　 ／　 丶
　　　　／　　　丶

　　　 ！　　　　 、

r
一ノ 　　　　、

レ ・4 　PhyslGal

●一一4 　Sodal

o−一一〇 　Self−Worth

一 一
　 　 小 3　 　 4

細 な検討 と社会的 ・教育的な配慮が必要 で あろ う 。

　 5　　 6　　 中 1　 　 2　 　 3

　 　 学　　 　年

下位尺度 の 発達傾向

研　究　II

FIG ．2

　   　発達 的傾向　加齢に 伴 う認知 され た コ ン ピ テ ン ス

の 変化 が ，
FIG ．2 に 示 され て い る 。学年要因 の 分散分析

で 有意で あ っ た下位尺度 （cognitive 下位尺 度 ： F ＝4．62，

df＝6／222，　 P〈．　OG1　 ；general　 self−worth 下位尺度 ： F

．・
　2．　97

， df・＝6／222，　 Pく．01）を直線的成分 の 傾向分 析

（linear　trend　analysiS ）に か け る と，　 cOgnitive お よび

general　self −worth 下位尺度 に ， 単調減少傾向が 認 め ら

れ た （そ れ ぞ れ ， F ＝16．0 ，　 df ； 1／222，　 P ＜．001 ；F ＝

11．04，df・＝1／222．　 P〈．001）。原尺 度の デー
タ で は ， こ

の よ うな傾向は み られない 。 こ れ らの 単調減少 傾向 は ，

日本独自の 教育事情と密接 に 結 び っ い て い る と考え られ

よ う。

　（4） 性差 phySiCal お よび general 　Self −WOrth 下 位尺

度 に 性差 が 認 め られ ， い ずれ の 場合も男子 の 方 が高 い コ

ン ピ テ ン ス を示 し て い る （そ れ ぞ れ，t・＝4．88
，
　 P ＜．001

； t；2．　33，P〈．05）。原尺度 で は ，
　 physica1下位 尺度に

お い て の み ，同じ よ うな性差 が 認め られ て い る 。 physi−

ca1 下位尺 度の 性差 は，生理学的な性差 か ら考 えて み る

と当然と もい え よ うが，自分 の 生 き方や 自己確信 に 関係

す る general　self−worth 下 位尺度 の 性差 は ， す で に 児

童 ・生徒の うち か ら生 じ て い る と い う意味 で，今後，詳

　 目的

　本尺 度の 妥当性 に つ い て ，次 の 4 つ の 予測 を検討す る 。

　予測 1 児童 の 自己評定 と教師の 児童評定と の 問 に は，
正 の 相関が 予測 され る。特に ， cognitive ，　s  ial，　physi−

cal 下 位尺度 の コ ン ピ テ ン ス は ，学校で の 児童 の 行動か

ら推定され やす い の で，general　 se ：f−WGrth 下 位 尺 度 よ

りも高 い 正 の 相 関 が 認 め られ よ う。

　 予測 2　 cognitive
，　 social 下位尺 度の コ ン ピ テ ン ス

は，実際の 学業成績や体育 の 成績と関係 が あ る と予想 さ

れ る 。 従 っ て ，cognitive 下位尺度 と主要 5 教科 〔国語 ，

数学，理 科 ，社 会，英 語）の テ ス ト得点，physical下位 尺 度

と体育 の 成績 の 間 に は ，正 の 相関が 予測 され る 。 ま た，
cognltive 下位 尺度と テ ス ト得点 との 問 に は，知能の 影

響 を取 り除い て も正 の 相関が 予 想 さ れ よ う。

　 予測 3　 socia1 下 位尺度 と遊 び揚面 に お け る ソ シ オ メ

トリ ッ ク ・
テ ス トの 間に は ， 正 の 相 関 が 予 測 され る 。

　予 測 4　自尊感情尺度 と各下 位尺 度 の 問 に は ， 正 の 相

関が予測され る 。 自尊感情 尺度 の 場合，有能 さを各領域

に分け て 測定 され て い な い 。従 っ て ， 全 下位尺 度 と ある

程度の 正 の 相関が 予測され よ う。

　 以上 の うち，予測 1 〜3 は，教師評定 お よ び実際 の コ

ン ピ テ ン ス と の 関係で基準関連妥当性 を， 予 測 4 は，構

成概念的妥当性 を検討す る もの で あ る 。

　 方法

　予測 1 に っ い て は ， 1982年 1 月下旬 ， 小学 4 年生 2 ク

ラ ス 64名 （男 子 33名 ， 女 子 31名 ）の 児童 と，学級担任 の

教師に 本 尺 度 の 評定 が依頼さ れ た 。 予測 2 に つ い て は ，

1982年 7A ・中学 1 年生 82名 （男 子 43名，女 子39名） に

本尺 度が集団実施 され た 。同年，ユ学期中間試験 の 主要

5 教科 の 得点，小学 6 年生時 の 体育 の 成績（5 段 階 評 定 ），

お よび小学 6 年生 の 夏に 実施 された知能検査 （教 研 式 学

年 別 知 能 検 査 ） の 偏差値が謂査 され た 。 予測 3 に つ い て

は ，1982年 9 月 ， 小学 4 年生 1 クラス 39名 （男 子 2  名，

女 子 19名） に ，本 尺 度 と遊び 場面 に 関す る 5 段 階評定 の

ソ シ オ メ ト リ ッ ク
・
テ ス トが実施 された 。 こ の ソ シ オ メ

ト リ ッ ク ・
テ ス トは ， 被 調査者に ク ラ ス 全 員 に対 す る 好

感一
排斥度を 5 段階で 評定 し て もらうもの で ， 得点化が

容易 とい う特徴 をもつ 。 予 測4 に つ い て は ，1982年 7月，

中学 1年生 82名 （男 子 43名，女 子 39名）に，本尺度 と海

保 ・山下 （1968）と遠藤 ら （1974） の 自尊感情尺度か ら

適当 に 14項 冐が 選択 され，生徒用に 表現 をわ か りや す く

し た 簡易 尺度 （4 段 階評 定 ）が，同時に実施 された 。
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　結果 と考察

　予測 は す べ て 支持 され た 。

　予測 1 の 児童 の 自己評定と教師 の 児童評定 との 相関係

数は ，予 測通 り，児童 の 行動か ら推定され やす い cogn ト

tive，　social ，　 physica1コ ン ビ
゜
テ ン ス で ， 順 に ，

．37
，
．40

，

．47 （い ずれ も P＜．OOI）と有意で あ る
一

方 ， 児童 の 行動

か らは 推定 し に くい general 　 self−worth で は ，
．ユ8 （．05

＜ Pく．10）と傾向が認め られ た に とどま っ た 。

　予測 2 の cognitive 下位尺度 と主要 5 教科 の テ ス ト得

点 と の 相関係数は，．51（P＜．001），さらに ，知能 の 影響

を除 い た 偏相関係数 も，．47 〔P 〈．001 ）で あ っ た 。ち な

み に ， 知能偏差値 と cognitive 下位 尺度 との 相関は ，
・25

（P く．05）で あ っ た 。ま た， physical 下位尺 度 と体育 の

成績 との 問に は ，．57 （P〈．001）と い う高い 相 関が 認 め

られ た 。

　予測 3 の social 下位尺度 と ソ シ オ メ ト リ ッ ク ・テ ス

ト得 点 の 相関孫数は ， 4 っ の 方法 で 分析 され た 。 同性に

よ る 評定 （男 子 は 男 子 が 評 定 し，女 子 は 女子 が 評 定 す る ）

で は ，．37 （Pく．05），男子 の み に よ る評定で は ，．31 （P

＜，05），女 子 の み に よ る評定 で は ，一．13 （n ．s．），全体

の 評定 で は，．31 （P く．05）と女 子 の み に よ る 評定を除 き

有意 で あ っ た 。 女子評定 に よ る 一 13 と い う相関は，負

の 相関 と い う点 で 不 可解 で あ り，今後 さ らに 他 の サ ン プ

ル で 検討す る必 要 が あ ろ う。

　予測 4 の 自尊感情尺 度に は，項目
一

全体相関に よ る分

析 の 結果，O．1％ 水準 で 有意 な 12 項 目が 用 い ら れ た 。こ

れ と本下位尺度 との 相関 は，c   gnitive下位 尺 度 で ．3  （P

＜．Ol），　 soeia1 下位 尺 度で ．35（P＜．001），　 physical下位

尺度 で ．44 （P〈．001 ＞，general　 self −worth 下位尺 度で

，40 （P〈，001） と有意 で あ っ た 。

全体的な 考察

　Harter （1979）の 原尺度 と共通性 の 高 い 日本語版尺度

が作成 され，そ の 信頼性と妥当性が確認 さ れ た 。

　 た だ し，2 点 ほ ど米国 の 資料 と異な る 結果 が 得 られ た 。

第 1 点は ， 発達的傾向 に つ い て で あ る 。
Harter （1982）の

資料で は， 4 つ の 下 位 尺 度す べ て に 発 達 的 な 変化 は 認 め

られ て い な い が，本資料 で は ， cognitive および general

self−werth 下位 尺 度 に，単調減少 傾向が認 め ら れ た 。

cognitive 下位尺度 に おけ る 単調滅少傾向は，加齢と と

もに学習に 対する認知 された コ ン ピ テ ン ス が減少す る こ

とを意味す る 。 目本 の 揚合，受験競争 が 厳 し く，高学年

に な る ほ ど ， こ れ に巻き 込 まれ やす く， 学習た対す る 有

能さ が し だ い に 減少 し て い くもの と推論さ れ る e また，

general　self −worth 下位尺度 の 単調減少傾向 も，　 cogni 一

tive下位尺 度と 同 じ よ うに，日本の教育事情が，し だ い

に 児童 ・生徒 の 自己 確信や 自己有能さ を低下させ て い る

と考えられ る 。 ただ し ， 桜井 （1983）が指摘 して い る よ う

に，児童 の 自己認知能力 は，学童期 に 飛躍 的 に伸長す る

の で ， 質問内容 に 対す る反応 の 面 で ， こ の 点 を十分考慮

し な け れ ば な らな い で あろ う。自尊感情尺度で 発達的傾

向 を検討 し た Rosenberg （1979）に よ る と，極端 に 低 い

12歳時 の デ
ー

タ を除 けば ， 自尊感情得点 は ほ ぼ安定 し て

お り，Harter （1982＞の general 　self−worth 下位尺度に

つ い て の データ と対応 して い る 。

　第 2 の 点 は，性差に つ い て で あ る。Harter （1982＞ の

資料1こ よ る と，性差は physical 下位 尺 度 に しか 認 め ら

れ な い 。しか し，本資料 で は ， こ の 他 に general 　 self −

worth 下位尺度 に も認 め られ る 。自分 の 生 き方に対す る

認知され た コ ン ピテ ン ス に ，こ の よ うな幼 ない 時期 か ら

性差が 生 じて くる メ カ ニ ズ ム に っ い て，今後十分検討す

る 必 要 が あ ろ う。
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